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おしらせHOTコーナー 
       

子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
コ
ン
サ
ー
ト
・
音

楽
の
世
界
へ
よ
う
こ
そ
！ 

Q
３
月
２２
日
豕
　
午
後
１
時
開
演
（
０
時

３０
分
開
場
）
※
公
演
時
間
は
９０
分 

L
サ
ン
シ
テ
ィ
小
ホ
ー
ル
（
Ｊ
Ｒ
武
蔵
野

線
南
越
谷
駅
、
東
武
伊
勢
崎
線
新
越
谷
駅

か
ら
徒
歩
３
分
） 

O
出
演
／
デ
ュ
オ
・
ル
ク
レ
ー
ル
（
サ
ッ

ク
ス
＆
ピ
ア
ノ
）
、
ナ
ー
ス
・
ロ
グ
（
パ

ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
・
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
） 

N
３
歳
以
上
で
静
か
に
鑑
賞
で
き
る
方 

P
無
料 

M
当
日
直
接
会
場
へ 

J
生
涯
学
習
課
蕁
９６３
・
９
３
０
８ 

  

菅
原
洋
一
＆
英
介
父
と
子
の
コ
ン
サ
ー
ト 

Q
３
月
２１
日
豢
　
午
後
２
時
開
演
（
１
時

３０
分
開
場
） 

L
草
加
市
文
化
会
館 

O
「
知
り
た
く
な
い
の
」
な
ど
で
著
名
な

歌
手
・
菅
原
洋
一
が
、
息
子
で
あ
り
音
楽

家
の
菅
原
英
介
を
ピ
ア
ニ
ス
ト
に
迎
え
て

„
父
“
と
„
子
“
な
ら
で
は
の
ア
ッ
ト
ホ

ー
ム
な
演
奏
を
お
届
け
し
ま
す
。 

P
前
売
り
４
５
０
０
円
（
全
席
指
定
）
　

未
就
学
児
の
入
場
不
可 

M
草
加
市
文
化
会
館
ほ
か
プ
レ
イ
ガ
イ
ド

で
発
売 

J
譛
草
加
市
文
化
協
会
蕁
９３１
・
９
３
２
５ 

  

北
公
民
館
ま
つ
り 

Q
３
月
１３
日
貍
・
１４
日
豸
　
午
前
１０
時
〜

午
後
４
時 

L
北
公
民
館
（
Ｊ
Ｒ
武
蔵
野
線
新
三
郷
駅

か
ら
徒
歩
１５
分
） 

O
①
展
示
部
門
…
水
彩
画
、
絵
手
紙
、
生

け
花
な
ど
②
演
芸
部
門
…
外
国
人
に
よ
る

日
本
語
ス
ピ
ー
チ
、
民
謡
、
オ
カ
リ
ナ
な

ど
③
体
験
部
門
…
編
み
物
、
押
し
花
、
折

り
紙
等 

J
三
郷
市
北
公
民
館
蕁
９５７
・
０
２
５
３ 

  

歴
史
講
演
会
「
中
世
の
下
河
辺
庄
赤
岩
郷
」 

Q
３
月
２８
日
豸
　
午
後
２
時
〜
４
時 

L
吉
川
市
中
央
公
民
館
（
Ｊ
Ｒ
武
蔵
野
線

吉
川
駅
北
口
か
ら
約
１
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
、

グ
ロ
ー
バ
ル
交
通
バ
ス
で
「
中
央
公
民
館

入
口
」
下
車
） 

O
下
総
国
下
河
辺
庄
赤
岩
郷
に
つ
い
て
―

吉
川
市
と
松
伏
町
に
ま
た
が
る
中
世
村
落

の
姿
―
　
講
師
／
永
井
晋
さ
ん
（
金
沢
文

庫
主
任
学
芸
員
） 

R
先
着
９０
人
（
申
込
不
要
） 

P
無
料 

J
生
涯
学
習
課
蕁
９８４
・
３
５
６
３ 

  

町
制
４０
周
年
事
業
　
ミ
ニ
ま
つ
ぶ
し
２
０

１
０ 

Q
３
月
２７
日
貍
　
午
前
１０
時
〜
午
後
４
時
、

２８
日
豸
　
午
前
１０
時
〜
午
後
３
時 

L
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
（
東
武
伊
勢
崎

線
北
越
谷
駅
東
口
か
ら
エ
ロ
ー
ラ
行
き
バ

ス
で
「
中
央
公
民
館
前
」
下
車
） 

O
子
ど
も
た
ち
が
町
民
と
な
っ
て
、
仕
事

を
し
て
独
自
の
通
貨
（
パ
イ
ン
「
松
」
）

で
給
料
を
稼
ぎ
、
そ
の
通
貨
で
食
事
や
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
が
楽
し
め
る
、
遊
び
の
ま
ち

で
す
。 

P
１
日
券
２００
円
、
２
日
間
券
３００
円
※
５
歳

以
下
の
方
は
１００
円
で
パ
イ
ン
と
交
換 

J
松
伏
町
文
化
の
ま
ち
づ
く
り
実
行
委
員

会
（
教
育
文
化
振
興
課
内
）
蕁
９９１
・
１
８

０
８ 

       　
新
し
く
入
っ
た
両
館
所
蔵
の
資
料
の
一

部
を
紹
介
し
ま
す
。
 

■
一
般
書
 

「
カ
ッ
コ
ウ
の
卵
は
誰
の
も
の
」
 

 
東
野
　
圭
吾
　
著
 

「
張
り
込
み
姫
」
 

垣
根
　
涼
介
　
著
 

「
も
い
ち
ど
あ
な
た
に
あ
い
た
い
な
」
 

新
井
　
素
子
　
著
 

「
キ
ケ
ン
」
 

有
川
　
　
浩
　
著
 

「
ご
っ
つ
い
奴
」
 

江
上
　
　
剛
　
著
 

「
ベ
ン
ハ
ム
の
独
楽
」
 小

島
　
達
矢
　
著
 

「
小
説
新
井
白
石
」
 

童
門
　
冬
二
　
著
 

■
児
童
書
 

「
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
え
ほ
う
ま
き
」
 

野
村
　
た
か
あ
き
　
作
・
絵
 

「
う
っ
か
り
も
の
の
ま
ほ
う
つ
か
い
」
 

エ
ヴ
ゲ
ー
ニ
イ
・
シ
ュ
ワ
ル
ツ
　
作
 

「
マ
ッ
ク
マ
ウ
ス
さ
ん
」
 

レ
オ
＝
レ
オ
ニ
　
作
 

「
じ
ゃ
ん
け
ん
ぽ
ん
」
 

せ
な
　
け
い
こ
　
作
・
絵
 

「
ち
ゅ
ー
ち
ゅ
ー
」
 

宮
西
　
達
也
　
作
・
絵
 

「
よ
う
ち
え
ん
に
い
き
た
い
な
」
 

ア
ン
バ
ー
・
ス
チ
ュ
ア
ー
ト
　
文
 

〈
評
〉
残
暑
に
あ
え
ぐ
桜
の
木
を
よ
く
観
察

し
て
い
て
、
感
性
も
ゆ
た
か
で
す
。
 

■
休
館
日
の
お
知
ら
せ
 

　
八
幡
・
八
條
図
書
館
（
館
内
整
理
日
）

３
月
３１
日
貉
 

　
八
條
図
書
館
（
特
別
整
理
期
間
）
３
月

１５
日
豺
〜
３
月
１９
日
貊
 

　
４
月
か
ら
八
幡
・
八
條
図
書
館
は
、
毎

週
月
曜
日
が
休
館
日
と
な
り
ま
す
（
月
曜

日
が
祝
日
の
場
合
は
開
館
し
、
翌
日
が
休

館
）
。
ま
た
、
開
館
時
間
は
、
午
前
９
時

か
ら
午
後
７
時
ま
で
と
な
り
ま
す
。
 

鉄
道
会
社
へ
 

要
望
 

・
八
潮
駅
へ
の
快
速
列
車
の
停
車
 

・
高
架
下
の
活
用
に
対
し
て
の
協
力
 

・
駅
周
辺
で
行
う
イ
ベ
ン
ト
等
に
対

し
て
の
助
成
 

要
望
内
容
 

J
南
部
事
業
推
進
課
蕁
A
４
６
１
 

　
２
月
２６
日
、

つ
く
ば
エ
ク
ス

プ
レ
ス
の
運
営

主
体
で
あ
る
首

都
圏
新
都
市
鉄

道
㈱
へ
、
つ
く

ば
エ
ク
ス
プ
レ

ス
の
運
行
計
画
等
に
関
す
る
要
望
書

を
提
出
し
ま
し
た
。
 

　
今
後
も
、
市
で
は
、
市
民
の
利
便

性
向
上
に
向
け
、
要
望
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
 

     　
　
　
桜
の
巨
木
 

古
新
田
　
　
三
ヶ
島
千
枝
 

八
月
の
終
り
の
残
暑
 

紅
く
色
づ
く
の
を
待
て
ず
 

黄
色
く
な
っ
た
桜
の
葉
が
 

パ
ラ
パ
ラ
と
根
元
に
落
ち
て
い
く
 

 瘤
を
持
っ
た
幹
は
 

古
い
民
家
の
床
柱
の
よ
う
に
 

根
の
ま
わ
り
だ
け
 

黒
土
を
残
し
 

四
方
に
張
ら
れ
た
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
が
 

波
を
打
っ
た
り
 

ひ
び
割
れ
を
作
っ
て
い
る
 

 

冬
を
越
え
た
な
ら
 

木
は
花
を
咲
か
せ
る
だ
ろ
う
 

し
か
し
 

土
中
に
深
く
根
を
張
り
な
が
ら
 

裸
木
に
近
く
な
っ
た
枝
は
 

緑
と
黄
色
が
対
と
な
り
 

夏
の
陽
に
照
ら
さ
れ
て
い
る
 

     

大
曽
根
　
　
椎
野
さ
ち
子
 

寒
稽
古
畳
打
つ
音
冴
え
渡
る
 

大
曽
根
　
　
藤
郷
千
代
子
 

ど
こ
ま
で
も
走
り
て
早
き
野
焼
き
か
な
 

緑
町
一
　
　
溝
口
　
榮
一
 

お
も
わ
ず
に
歩
幅
縮
ま
る
初
氷
 

木
曽
根
　
　
古
根
　
昌
明
 

湯
気
立
て
る
畑
掘
り
起
こ
し
春
を
待
つ
 

八
　
條
　
　
杉
村
　
知
香
 

水
仙
の
鉢
も
移
転
の
一
荷
か
な
 

鶴
ヶ
曽
根
　
小
金
丸
美
智
子
 

啓
蟄
や
ま
た
元
通
り
穴
隠
す
 

八
潮
七
　
　
石
井
　
忠
枝
 

雪
の
尾
根
眼
下
に
見
る
は
空
の
旅
 

八
潮
七
　
　
小
倉
　
孝
義
 

初
島
の
さ
く
ら
に
別
れ
海
の
鳥
 

八
潮
六
　
　
菅
澤
　
　
博
 

秋
田
び
と
お
寿
司
を
お
し
し
文
来
た
る
 

八
潮
二
　
　
近
藤
　
寛
一
 

寒
桜
微
笑
を
く
れ
る
な
ご
り
雪
 

中
央
一
　
　
斎
藤
　
富
吉
 

陽
春
の
土
に
魅
せ
ら
れ
轆
轤
挽
く
 

大
曽
根
　
　
小
倉
　
義
孝
 

風
な
ぎ
て
寒
満
月
の
明
る
さ
や
 

伊
　
草
　
　
井
上
　
進
寿
 

病
む
父
に
雪
見
障
子
を
上
げ
に
け
り
　
　

八
　
條
　
　
大
山
ト
キ
子
 

大
寒
に
上
着
か
か
え
て
人
の
波
 

伊
勢
野
　
　
佐
土
島
タ
ケ
子
 

初
笑
い
家
族
揃
っ
て
に
ぎ
や
か
に
 

南
川
崎
　
　
大
川
三
つ
江
 

新
年
の
町
並
し
ず
か
心
し
ず
か
 

垳
　
　
　
沼
野
　
あ
い
 

独
り
居
の
窓
に
明
る
き
初
日
燦
 

伊
　
草
　
　
初
川
　
れ
い
 

新
年
は
健
康
第
一
花
飾
る
 

中
央
二
　
　
鳥
谷
征
太
郎
 

年
賀
状
今
年
は
電
話
で
便
り
か
な
 

古
新
田
　
　
窪
田
喜
美
枝
 

正
座
し
て
心
し
ず
か
に
賀
状
書
く
 

   

八
潮
七
　
　
狩
野
　
　
敏
 

鉢
植
え
の
白
梅
の
花
あ
ま
た
さ
き
 

　
　
　
春
の
匂
い
が
一
足
先
に
 

中
央
一
　
　
猪
瀬
　
利
助
 

遊
歩
道
落
葉
の
絨
毯
踏
み
し
め
て
 

　
　
　
見
上
げ
る
小
枝
小
鳥
の
楽
園
 

八
潮
七
　
　
佐
藤
　
千
和
 

愛
ら
し
い
紅
い
衣
装
の
揃
い
着
て
 

　
　
　
黄
色
い
声
で
稚
児
の
豆
ま
き
 

八
潮
七
　
　
深
井
　
　
健
 

急
死
せ
る
友
の
遺
影
が
祭
壇
に
 

　
　
　
不
思
議
そ
う
な
顔
を
し
て
お
り
 

南
後
谷
　
　
山
内
　
久
子
 

品
格
の
重
さ
は
誰
が
決
め
る
の
か
 

　
　
　
強
さ
と
人
気
に
負
け
た
横
綱
 

南
後
谷
　
　
杉
村
　
セ
ツ
 

忘
れ
得
ぬ
辛
さ
堪
え
て
過
ご
す
日
々
 

　
　
　
友
よ
り
携
帯
や
さ
し
く
響
く
 

鶴
ヶ
曽
根
　
斉
藤
　
京
子
 

冴
え
冴
え
と
オ
リ
オ
ン
昇
る
冬
の
空
 

　
　
　
息
子
も
見
る
か
風
去
り
し
夜
 

中
央
三
　
　
輪
島
　
　
武
 

正
月
や
七
草
も
す
ぎ
春
を
待
つ
 

　
　
　
空
に
く
っ
き
り
朝
の
三
日
月
 

木
曽
根
　
　
廏
谷
　
多
門
 

ペ
ダ
ル
踏
み
明
け
の
明
星
肩
に
し
て
 

　
　
　
夜
勤
帰
り
の
わ
が
常
の
道
 

八
　
條
　
　
種
村
　
幸
子
 

枯
れ
葉
分
け
瑞
々
し
き
青
の
ぞ
か
せ
る
 

　
　
　
蕗
の
薹
摘
む
灯
を
と
も
す
こ
ろ
 

中
央
一
　
　
杉
山
　
正
巳
 

水
鏡
映
り
し
わ
が
顔
水
草
の
 

　
　
　
霊
の
ご
と
く
に
顔
く
ず
し
お
り
　
 

J
広
聴
広
報
課
蕁
A

４
２
３
 

越
谷
市 

三
郷
市 

吉
川
市 

草
加
市 

松
伏
町 

ふ
み
 

つ
ら
　
　
　
こ
ら
　
　
　
　
　
　
す
 

ひ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
ん
 

た
ま
ご
　
　
だ
れ
 

ひ
が
し
の
　
　
　
　け
い
ご
 

あ
ら
　
い
　
　
　
 も
と
　
こ
 

あ
り
か
わ
　
　
　
　
　
　
ひ
ろ
 

え
が
み
　
　
　
　　
ご
う
 

こ
じ
ま
　
　
　
た
つ
や
 

ど
う
も
ん
　
　
　
ふ
ゆ
　
じ
 

は
　
　
　
　
こ
　
　
　
ひ
め
 

か
き
　
ね
　
　
　
り
ょ
う
す
け
 

や
つ
 こ

　
ま
 

し
ょ
う
せ
つ
あ
ら
い
は
く
せ
き
 

の
む
ら
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　さ
く
　
　　
え
 

さ
く
 

さ
く
　
　
 え
 

さ
く
 

ぶ
ん
 

み
や
に
し
　
　
た
つ
　
や
　
　
　さ
く
　
　　
え
 

行 
と って
み
た
い
な 

な
り
ま
ち 

お
め
で
と
う
 

ご
ざ
い
ま
す
 

八潮市表彰規則に基づく表彰 
　２月２日、八潮メセナで「八潮市表彰規則に
基づく表彰」の式典が行われ、市の発展に貢
献された方々が表彰されました。 

池谷　　正 

小倉　重治 

神林　矩子 

小関　和士 

佐藤　達也 

戸原　智子 

古姓よ　え 

伊澤　信博 

小貫　　寛 

國井　敏男 

小原　広八 

 

磯貝　九万 

加藤　正道 

栗原　博之 

三枝　泰英 

（故） 

（敬称略） 


